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　圏央道は、昭和60年度に八王子JCT～鶴ヶ島JCT間が事業
化され、平成8年に青梅IC～鶴ヶ島JCT間が開通して以降、
順次開通し、平成29年2月の境古河IC～つくば中央IC間の
開通により9割が完成しました。
　これを機に、整備状況や開通に伴う効果を取りまとめま
した。
　引き続き、関係機関と連携を図り、地元の方々の理解と
協力を得ながら、残る区間の早期完成に向け整備を進めて
まいります。

関東地方整備局
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